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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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津波避難誘導標識システム 

Tsunami evacuation guidance-Safety signing system 

 
序文 

津波避難誘導標識システムには，津波図記号 3 種類が含まれる。それらの図記号については，JIS Z 8210

及び ISO 20712-1 で規定されているが，使用方法が詳細には規定されていない。この規格によってその使

用方法を示す。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，津波が発生したときに備え，人々が安全な場所へ避難する際に利用する津波避難誘導標識

システムについて規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その 新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 8210 案内用図記号 

JIS Z 9101 安全色及び安全標識－産業環境及び案内用安全標識のデザイン通則 

JIS Z 9103 安全色－一般的事項 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 9101 によるほか，次による。 

3.1 

津波避難誘導標識システム（tsunami evacuation safety way guidance system） 

津波が発生したときに影響を受ける地域（浸水域及び津波災害警戒区域）の人々に警告し，速やかに避

難誘導することを目的とする標識システム。津波注意標識，津波避難情報標識，津波避難誘導標識，津波

避難場所標識及び津波避難ビル標識から構成される。 

3.2 

津波注意標識（tsunami warning signs） 

津波が来襲する危険のある地域を示すことを目的とする標識。 

3.3 

津波避難情報標識（tsunami evacuation information signs） 

津波避難に関連した情報を示すことを目的とする標識。 


